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E『 いちご 』 

荒井真紀／さく 小学館 

いちごはすきですか？いちごを食
た

べるとぷちぷち音
おと

がするのは、

たねをかんでいるからです。ひとつの実
み

からとれるたねは、およそ

300 こ。なえをうえると、白
しろ

い花
はな

が赤
あか

い実になり、つぶつぶのたね

ができます。いちごが育
そだ

つようすを見
み

てみましょう。 

わ く く わ 

本 だ な 
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１ ２ 年 ３ 

E『 はじめくんがっこうへいく 』  

もりかわしげみ／さく やまにしゲンイチ／え ナツメ社  

6 さいのはじめくんは、小学校
しょうがっこう

がどんなところか知
し

りたくて

たまりません。そこで、お姉
ねえ

ちゃんのあとをつけて、こっそり

学校へ行
い

くことにしました。 

はじめくんといっしょに、学校をたんけんしてみよう。 

としょかんのまどぐちには、くみたてると本になる「わくわく本だな」もあるよ。 

ホームページもみてね！〈編集・発行〉 富山市立図書館 富山市西町 5番 1号 電話 076-461-3200 

K913『 しらゆきちりか ちっちゃいな 』 

薫くみこ／作 大島妙子／絵 PHP研究所 

 1年生
ねんせい

になったちりかは、学校へ行きたくありません。うしろ

のせきに、ライオンみたいなすずき君
くん

がいるからです。 

 すずき君は、ちりかのかみの毛をひっぱったり、いろんなか

え歌
うた

でからかってきたりします。 

K913『 ジェンと星
ほし

になったテリー 』 

草野あきこ／作 永島壮矢／絵 岩崎書店 

ジェンは、ユイの家
いえ

にいる犬
いぬ

です。みんなには見
み

えないけれど、

ジェンにはときどき、前
まえ

にかわれていた犬のテリーが見
み

えます。 

とつぜんあらわれるテリーは、ママにくっついたり、ユイのとな

りにすわったりします。ジェンは、なんだかおもしろくありません。 



K295『 春をさがして カヌーの旅 』 

大竹英洋／文・写真 福音館書店 

北米
ほくべい

ノースウッズには、美しい森と数えきれないほどの湖

があります。湖の氷がとける 5 月、写真家の大竹さんと大工

のウェインは、春をさがすカヌーの旅に出ました。 

湖と湖のあいだは、カヌーやキャンプ道具をかついで運び

ます。旅の楽しみは、動物たちとの出会い。日がたつにつれ、

花や緑があふれ、ノースウッズはもうすっかり春です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

わ 

図書館のまどぐちには、くみたてると本になる「わくわく本だな」もあるよ。 

ホームページもみてね！〈編集・発行〉 富山市立図書館 富山市西町 5番 1号 電話 076-461-3200 

K933『 おひめさまになったワニ 』 

ローラ・エイミー・シュリッツ／さく 

ブライアン・フロッカ／え 中野怜奈／やく 福音館書店 

 コーラひめは、朝からばんまでやることばかりで、遊ぶひ

まがありません。ようせいに助けをもとめる手紙を書くと、

次の朝、大きなワニがあらわれました。 

ワニは、ひめのドレスを着て、モップのカツラをかぶり、1

日ひめになりすますと言います。本物のコーラひめは、おし

ろをぬけ出して、遊ぶことにしました。 

く く わ 

本 だ な 
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４ ５ 年 ６ 

K913『 湊町
みなとまち

の寅
とら

吉
きち

 』 

藤村沙希／作 Minoru／絵 学研プラス 

江戸
え ど

時代の新潟
にいがた

湊
みなと

。寅吉は、船と店を取りつぐ廻船
かいせん

問屋
ど ん や

の

息子
む す こ

です。町一番のいたずら小僧
こ ぞ う

の寅吉は、質屋
し ち や

の主人をか

らかって、おこらせたばかり。 

ある日、問屋であつかう船が事故
じ こ

にあいました。質屋の主

人にお金を借
か

りに行くと、交かん条件
じょうけん

として、八日後の湊祭

りのぶたいで人を笑
わら

わせるように言われます。 

 

 


